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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
二
号
（
令
和
三
年
三
月
刊
）
〇
、
研
究
の
目
的
と
対
象
文
献
　
本
稿
の
筆
者
は
、「﹃
悦
目
抄
﹄
三
本
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態
︱︿
ホ
﹀︿
ン
﹀︿
ケ
﹀
に
つ
い
て
︱
」（「
論
叢　
国
語
教
育
学
」
15
号
、
二
〇
一
九
年
七
月
。
以
下
、
前
稿
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
、
音
節
︿
ホ
﹀︿
ン
﹀︿
ケ（1
）﹀
で
は
、﹃
悦
目
抄
﹄
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
が
﹃
悦
目
抄
﹄
内
で
実
践
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
　
一
方
、
対
象
と
し
た
﹃
悦
目
抄
﹄
三
本
に
お
い
て
も
、﹃
悦
目
抄
﹄
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
に
合
っ
た
書
写
が
な
さ
れ
た
音
節
も
存
す
る
こ
と
も
記
し
、
詳
し
く
は
稿
を
改
め
る
、
と
し
た
。
　
本
稿
は
、
予
告
し
た
続
稿
で
あ
る
。
　
土
肥
（
二
〇
一
九（2
））
は
、
亀
井
本
﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
江
戸
初
期
写
本
の
音
節
︿
カ
﹀︿
シ
﹀︿
ツ
﹀︿
ナ
﹀
に
つ
い
て
、
当
該
書
中
に
記
し
た
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
法
通
り
の
仮
名
文
字
遣
い
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
本
稿
は
、
そ
れ
を
遡
る
時
代
の
﹃
悦
目
抄
﹄
に
お
い
て
、
土
肥
論
文
が
問
題
と
し
た
音
節
︿
カ
﹀︿
ツ
﹀︿
ナ
﹀
に
つ
い
て
、
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
が
﹃
悦
目
抄
﹄
本
文
全
体
で
実
践
さ
れ
て
い
る
も
の
か
否
か
を
調
査
・
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
た
だ
し
、︿
シ
﹀
は
、﹃
悦
目
抄
﹄
の
「
大
方
書
た
か
へ
て
あ
し
か
る
へ
き
か
な
の
事
」
が
「
志
」
を
採
り
あ
げ
ず
、「
し
」
も
「
上
下
不
分
」
と
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
の
対
象
外
と
す
る
。
　
対
象
と
す
る
﹃
悦
目
抄
﹄
は
、
前
稿
と
同
じ
く
、
左
の
室
町
時
代
写
本
二
本
と
江
戸
初
期
刊
本
一
本
で
あ
る
。
　
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（
150
函
734
号
）、
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（
特
102-0011
）、
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
。
　
①
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
公
開
画
像
、
②
は
原
本
調
査
お
よ
び
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
、
③
は
国
会
図
書
館
蔵
本
（
857-
31
）
の
公
開
画
像
に
依
る
。
一
、
研
究
の
方
法
　
次
に
、
現
存
最
古
の
﹃
悦
目
抄
﹄
写
本
と
さ
れ
て
い
る
、
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
150
函
734
号
）
の
「
大
方
書
た
か
へ
て
あ
し
か
る
へ
き
か
な
の
事
」
の
う
ち
、︿
カ
﹀︿
ツ
﹀︿
ナ
﹀
の
記
事
を
掲
げ
る（3
）（
当
該
条
で
問
題
と
さ
れ
『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態
︱
︱︿
カ
﹀︿
ツ
﹀︿
ナ
﹀
に
つ
い
て
︱
︱
佐
々
木
　
　
　勇
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て
い
る
合
点
付
き
の
仮
名
を
「　
」
で
括
っ
た
。
ま
た
、
字
体
を
区
別
す
る
た
め
に
字
母
に
戻
し
た
も
の
が
あ
る
）。
下
に
不
書
「
か
」
下
に
不
書
「
つ
」　　
上
下
を
不
分
「
徒
」「
川
」
下
に
不
書
「
な
」　　
上
下
を
不
分
「
奈
」「
那
」
　
本
稿
の
対
象
に
定
め
た
音
節
︿
カ
﹀︿
ツ
﹀︿
ナ
﹀
に
つ
い
て
、
右
の
記
述
通
り
の
仮
名
文
字
遣
い
が
﹃
悦
目
抄
﹄
中
で
実
践
さ
れ
て
い
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
︿
カ
﹀　
「
か
」︱
︱
︱「
下
」
に
書
か
な
い
。
︿
ツ
﹀　
「
つ
」︱
︱
︱「
下
」
に
書
か
な
い
。
　
　
　
「
徒
・
川
」︱「
上
下
」
と
も
に
書
く
。
︿
ナ
﹀　
「
な
」︱
︱
︱「
下
」
に
書
か
な
い
。
　
　
　
「
奈
・
那
」︱「
上
下
」
と
も
に
書
く
。
　
こ
の
「
上
」「
下
」
の
意
味
は
、
未
詳
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
に
従
い
、
現
代
の
一
般
的
な
古
典
文
法
に
お
け
る
単
語
の
語
頭
・
非
語
頭
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
名
字
体
を
分
類
す
る
。
一
語
の
認
定
は
、﹃
日
本
国
語
大
辞
典　
第
二
版
﹄（
二
〇
〇
〇
︱
二
〇
〇
二
年
、
小
学
館
）
に
依
る
。
　
た
だ
し
、
前
稿
同
様
、
付
属
語
・
接
尾
語
は
直
前
の
語
と
、
接
頭
語
は
直
後
の
語
と
と
も
に
一
語
句
と
し
て
採
る
。
そ
の
た
め
、「
上
」「
下
」
を
、「
語
句
頭
」「
非
語
句
頭
」
と
し
て
整
理
す
る
。
　
し
か
し
、
後
述
す
る
と
お
り
、
前
稿
に
合
わ
せ
た
こ
の
「
上
」「
下
」
の
基
準
は
、
書
写
者
の
認
識
と
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
本
稿
の
検
討
か
ら
知
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
後
に
修
正
す
る
。
二
、『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態
1
．〈
カ
〉
　
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
150
函
734
号
）
　
本
資
料
の
︿
カ
﹀
全
例
を
、
語
句
頭
・
非
語
句
頭
の
観
点
で
分
け
る
と
、
次
の
数
と
な
る
（
助
詞
・
助
動
詞
を
単
独
で
記
述
し
て
い
る
「
か
も　
す
も　
ら
し　
な
と
よ
め
る
は
」
の
部
分
は
、
対
象
か
ら
除
外
し
た
）。
　
右
の
ご
と
く
、︿
カ
﹀
を
表
記
す
る
基
本
の
仮
名
字
体
は
、「
可
」
で
あ
る
。
ア
.「
か
」
　
「
か
」
は
、「
下
に
不
書
」
と
さ
れ
る
と
お
り
、
語
句
頭
例
が
多
い
。
　
し
か
し
、「
下
」
に
書
く
例
も
11
例
存
す
る
。
左
の
も
の
で
あ
る
（
語
の
意
味
を
示
す
た
め
に
、[　
]
内
に
漢
字
を
充
て
る
。
以
下
、
同
じ
）。
ａ
.
と
て
も
か
く
て
も
[
斯
く
て
も
]（
50
ウ
6
）、
ふ
み
分
か
た
し
[
難
し
]
表
1
語
句
頭
非
語
句
頭
計
可
136
例
424
例
560
例
か
66
例
11
例
77
例
閑
11
例
1
例
12
例
ケ
9
例
0
例
9
例
計
222
例
436
例
658
例
─　　─98
（
11
ウ
3
）、
た
え
か
た
く
[
難
く
]（
61
ウ
4
）、
と
も
か
ら
[
輩
]（
1
ウ
2
）。
ｂ
.
や
さ
し
[
優
し
]
か
る
へ
し
（
11
ウ
4
）。
ｃ
.
は
ヽ
か
り
[
憚
り
]（
15
オ
2
・
50
オ
8
・
52
オ
5
・
52
ウ
1
・
43
ウ
5
）、
さ
か
ら
可
山
[
相
楽
山
]（
51
ウ
6
）。
　
ａ
の
四
語
は
、
土
肥
論
文
の
「
形
態
素
頭
」
に
あ
た
る
。
　
非
語
句
頭
例
ｂ
「
や
さ
し
か
る
へ
し
」
は
、
カ
リ
活
用
形
容
詞
語
尾
の
頭
で
あ
る
。
こ
の
書
写
の
実
態
か
ら
、
カ
リ
活
用
形
容
詞
語
幹
と
活
用
語
尾
と
は
別
語
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
カ
リ
活
用
形
容
詞
語
幹
は
独
立
性
が
高
い
、
と
書
写
者
が
判
断
し
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
（
次
述
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
に
も
、
類
例
が
見
ら
れ
る
）。
　
植
（
一
九
七
九（4
））
は
、
定
家
の
仮
名
文
字
遣
い
か
ら
、「
美
し
か
り
」
な
ら
ば
「
美
し
」「
か
り
」
の
二
語
と
定
家
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
し
て
い
る
。
本
稿
の
筆
者
も
、
カ
リ
活
用
形
容
詞
の
活
用
語
尾
が
行
頭
か
ら
書
か
れ
る
割
合
が
、
行
頭
と
語
頭
と
が
一
致
す
る
他
品
詞
語
の
割
合
と
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
か
ら
、
カ
リ
活
用
形
容
詞
の
語
幹
と
活
用
語
尾
と
の
間
に
、
単
語
と
単
語
と
の
間
と
同
じ
切
れ
目
意
識
を
正
徹
（
一
三
八
一
︱
一
四
五
九
）
が
持
っ
て
い
た
、
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る（5
）。
　
ｃ
「
は
ヽ
か
り
」
は
、
踊
り
字
に
続
け
て
基
本
の
仮
名
「
可
」
を
用
い
る
と
、
一
画
目
に
ヽ
を
打
つ
仮
名
「
可
」
と
誤
読
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、「
か
」
の
字
体
が
選
択
さ
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
中
に
、「
は
ヽ
可
り
」
の
例
は
無
い
。
　
ｃ
「
さ
か
ら
可
山
」
は
、︿
カ
﹀
の
「
可
」
が
下
接
す
る
た
め
、
同
一
字
体
を
避
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
右
の
ご
と
く
、
厳
密
な
適
用
で
は
な
い
も
の
の
、「
下
に
不
書
「
か
」
は
、
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
原
則
で
あ
る
。
イ
.「
閑
」
　
「
閑
」
も
、
語
句
頭
で
の
使
用
に
偏
る
。
左
に
、
全
例
を
掲
げ
る
。
︻
語
句
頭
例
︼（
11
例
）
閑
た
か
る
へ
し
（
1
ウ
4
・
22
オ
7
）、
閑
ヽ
け
て
（
62
ウ
4
）、
閑
ヽ
ら
て
（
8
ウ
3
）、
閑
ヽ
り
て
（
30
ウ
3
）、
閑
く
（
44
オ
2
）、
閑
く
て
（
6
オ
2
）、
閑
さ
ら
さ
れ
は
（
13
オ
2
）、
閑
た
は
ら
（
64
オ
7
）、
閑
な
ら
す
（
24
ウ
3
）、
閑
ひ
な
く
（
6
ウ
8
）。
︻
非
語
句
頭
例
︼（
1
例
）
い
／
閑
て
か
（
53
オ
5
）。（
改
行
を
／
で
示
す
。
以
下
同
じ
。）
　
「
閑
」
の
非
語
句
頭
一
例
は
、
行
頭
で
あ
る
た
め
の
異
例
で
あ
ろ
う
。
植
（
一
九
七
九
）
も
、
行
頭
・
行
末
に
特
定
の
仮
名
字
体
が
使
用
さ
れ
る
事
実
を
指
摘
す
る
。
小
松
英
雄
（
一
九
九
八
）
は
、
一
語
が
二
行
に
ま
た
が
っ
て
書
写
さ
れ
る
場
合
、
二
行
目
行
頭
に
、「
ハ
イ
フ
ン
と
同
じ
機
能
で
」
有
標
の
字
体
を
用
い
る
、
と
し
た（6
）。
ウ
.「
ケ
」
︻
語
句
頭
例
︼（
9
例
）
ケ
様
（
9
ウ
5
・
11
ウ
5
・
16
オ
6
・
23
オ
1
・
28
オ
1
・
38
オ
3
・
43
ウ
1
・
53
オ
7
・
54
オ
6
）
︻
非
語
句
頭
例
︼（
ナ
シ
）
　
「
ケ
」
の
字
体
は
、「
ケ
様
[
斯
様
]」
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
、
語
句
頭
や
・
特
定
語
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
必
要
が
あ
る
、
と
書
写
者
が
判
断
し
た
場
合
に
、「
か
」
あ
る
い
は
「
閑
」「
ケ
」
が
使
用
さ
れ
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
特
102-0011
）
　
資
料
①
と
同
様
に
整
理
す
る
と
、
左
の
表
2
と
な
る
。
　
な
お
、
本
資
料
に
「
閑
」「
ケ
」
の
使
用
例
は
無
い
。
　
右
の
と
お
り
、
本
資
料
で
も
、︿
カ
﹀
は
大
部
分
「
可
」
で
書
か
れ
る
。
　
「
か
」
は
、
左
の
10
例
で
あ
る
。
︻
語
句
頭
例
︼（
6
例
）
か
く
[
斯
く
]（
36
オ
1
）、
か
く
し
[
隠
し
]
題
（
44
オ
3
）、
か
け
る
[
書
け
る
]（
7
ウ
5
）、
か
た
き
[
難
き
]（
2
ウ
2
）、
か
な
[
仮
名
]
（
4
オ
9
）、
か
な
し
[
哀
し
]（
15
ウ
1
）。
︻
非
語
句
頭
例
︼（
4
例
）
ｂ
.
心
う
か
る
[
憂
か
る
]（
11
オ
8
）、
く
ら
か
り
[
暗
か
り
]
け
る
（
52
ウ
8
）。
ｃ
.
は
ヽ
か
り
[
憚
り
]（
37
ウ
6
・
46
オ
9
）。
　
非
語
句
頭
例
ｂ
の
「
心
う
か
る
」「
く
ら
か
り
」
は
、
カ
リ
活
用
形
容
詞
語
尾
の
頭
で
あ
る
。
資
料
①
の
「
や
さ
し
か
る
へ
し
」
の
類
例
で
あ
る
。
　
ｃ
「
は
ヽ
か
り
」
は
、
踊
り
字
に
続
け
て
「
可
」
の
仮
名
を
書
く
と
「
は
か
り
」
と
読
ま
れ
か
ね
な
い
た
め
に
「
か
」
が
選
択
さ
れ
た
、
と
資
料
①
で
考
え
た（7
）。
　
よ
っ
て
、
字
体
「
か
」
は
、
語
頭
ま
た
は
語
頭
相
当
の
位
置
で
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
体
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
　
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
国
会
図
書
館
蔵
本
857-
31
）
　
本
資
料
で
も
、︿
カ
﹀
を
示
す
基
本
字
体
は
「
可
」
で
あ
り
、︿
カ
﹀
の
86.7
％
を
占
め
る
。「
閑
」「
ケ
」
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
　
本
資
料
で
は
、「
か
」
の
語
句
頭
使
用
例
が
資
料
①
②
よ
り
も
多
い
。
そ
の
例
を
一
部
掲
げ
る
。
か
く
[
書
く
]（
2
ウ
2
・
2
・
3
・
4
・
5
・
6
・
11
ウ
1
・
4
・
38
オ
1
）、
か
な
[
仮
名
]（
13
ウ
8
・
14
オ
4
・
41
オ
10
）、
か
な
ら
す
[
必
ず
]（
1
オ
3
・
6
ウ
1
・
11
オ
4
・
19
オ
1
・
19
ウ
2
）、
か
な
ふ
[
叶
ふ
]（
1
ウ
6
・
12
ウ
9
・
17
オ
2
）。
　
非
語
句
頭
で
使
用
さ
れ
る
「
か
」
13
例
は
、
左
の
も
の
で
あ
る
。
　
ａ
.
形
態
素
頭
（
8
例
）
表
2
語
句
頭
非
語
句
頭
計
可
215
例
457
例
672
例
か
6
例
4
例
10
例
計
221
例
461
例
682
例
表
3
語
句
頭
非
語
句
頭
計
可
191
例
521
例
712
例
か
96
例
13
例
109
例
計
287
例
534
例
821
例
─　　─100
あ
可
し
か
ね
（
14
ウ
9
）、
哥
か
ら
（
柄
）（
47
ウ
11
）、
有
か
た
け
れ
は
（
39
オ
6
）、
し
り
か
た
き
（
5
オ
8
）、
た
へ
か
た
く
（
49
オ
3
）、
み
よ
か
し
（
30
ウ
7
）、
は
し
ら
か
し
（
1
ウ
5
）、
と
て
も
か
く
て
も
（
41
オ
4
）。
　
ｂ
.
カ
リ
活
用
形
容
詞
活
用
語
尾
頭
（
4
例
）
あ
さ
か
ら
す
（
54
ウ
1
）、
か
た
か
る
へ
し
（
1
ウ
2
）、
み
く
る
し
か
る
へ
し
（
39
ウ
10
）、
や
さ
し
か
り
け
る
（
49
ウ
11
）。
　
ｃ
.「
は
ヽ
か
る
」[
憚
る
]（
1
例
）
は
ヽ
か
る
（
41
ウ
7
）。
　
本
資
料
に
お
い
て
も
、
非
語
句
頭
の
「
か
」
使
用
例
は
、
右
ａ
ｂ
ｃ
の
三
種
で
あ
る
。
　
④
︿
カ
﹀
使
用
実
態
の
ま
と
め
　
以
上
、
仮
名
字
体
「
か
」
は
、「
下
」
に
用
い
な
い
と
い
う
﹃
悦
目
抄
﹄
に
記
さ
れ
た
原
則
に
適
っ
て
い
る
。
2
．〈
ツ
〉
　
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
150
函
734
号
）
　
本
資
料
︿
ツ
﹀
の
仮
名
表
記
は
、
語
句
頭
と
非
語
句
頭
と
が
、
1
対
2.4
程
度
で
あ
る
。
　
本
資
料
に
お
い
て
︿
ツ
﹀
を
表
記
す
る
仮
名
字
体
の
中
心
で
あ
る
「
つ
」
は
、
「
下
に
不
書
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
非
語
句
頭
例
は
語
句
頭
例
の
約
四
倍
に
達
す
る
。「
つ
」
は
、「
下
に
不
書
」
と
は
言
え
な
い
。
　
一
方
、「
上
下
を
不
分
」
と
さ
れ
て
い
た
「
徒
」
に
は
、
語
句
頭
例
が
多
い
。
　
非
語
句
頭
例
26
例
は
、
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
︻
助
動
詞
「
つ
」
の
語
頭
︼（
6
例
）
云
徒
れ
は
（
43
ウ
6
）、
置
徒
れ
は
（
24
オ
7
・
24
ウ
6
）、
す
へ
徒
る
（
17
オ
7
）、
み
ち
徒
ら
し
（
26
オ
6
）、
そ
ん
し
／
徒
へ
き
（
18
ウ
6
）。
︻
形
態
素
頭
︼（
8
例
）
思
徒
ヽ
く
[
続
く
]（
11
オ
5
）・
思
ひ
徒
ヽ
け
[
続
け
]（
58
ウ
8
・
66
ウ
4
）、
ち
か
徒
け
ん
[
近
づ
く
]（
21
ウ
1
）・
ち
か
／
徒
け
ら
れ
ぬ
[
近
づ
く
]（
21
ウ
2
）、
よ
み
徒
く
し
[
読
み
尽
く
し
]（
48
オ
4
）、
申
徒
た
へ
[
伝
へ
]（
13
ウ
1
）、
な
徒
け
[
名
付
け
]（
51
オ
3
）。
︻
行
頭
︼（
4
例
）
た
／
徒
る
[
立
つ
る
]（
22
オ
6
）、
た
て
ま
／
徒
り
[
奉
る
]（
68
オ
4
）、
つ
か
う
ま
／
徒
り
て
[
仕
る
]（
64
オ
5
）、
ゆ
／
徒
り
[
譲
り
]（
69
オ
6
）。
表
4
語
句
頭
非
語
句
頭
計
つ
33
例
124
例
157
例
徒
30
例
26
例
56
例
川
0
例
5
例
5
例
津
3
例
2
例
5
例
計
66
例
157
例
223
例
─　　─101
︻
そ
の
他
︼（
8
例
）
く
徒
か
ふ
り
[
沓
冠
]（
39
オ
3
・
40
ウ
2
）、
し
徒
く
[
滴
]（
27
ウ
7
・
46
ウ
3
）、
め
徒
ら
し
け
れ
[
珍
し
]（
10
ウ
3
）、
い
徒
く
に
も
[
何
処
]
（
3
オ
5
）、
し
徒
ら
ひ
つ
れ
[
設
ひ
]（
17
ウ
6
）、
や
徒
す
[
窶
す
]（
18
オ
1
）。
　
「
徒
」
が
非
語
句
頭
で
使
用
さ
れ
た
理
由
を
想
定
し
が
た
い
例
（︻
そ
の
他
︼）
は
、
五
語
八
例
に
過
ぎ
な
い
。
　
「
川
」「
津
」
は
全
体
数
が
少
な
く
、
数
の
差
が
有
意
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、「
川
」
に
は
語
句
頭
使
用
例
が
無
く
、
非
語
句
頭
例
中
に
助
動
詞
・
形
態
素
頭
で
の
使
用
例
も
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。
　
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
特
102-0011
）
　
右
表
5
も
、
語
句
頭
と
非
語
句
頭
と
が
、
1
対
2.4
程
度
で
あ
り
、
資
料
①
表
4
と
同
傾
向
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
基
本
の
仮
名
は
「
つ
」
で
あ
り
、
つ
い
で
「
徒
」
で
あ
る
。
「
つ
」
は
非
語
句
頭
に
例
が
多
く
、「
徒
」
は
語
句
頭
に
例
が
偏
る
。
　
「
川
」
は
、
語
句
頭
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。
非
語
句
頭
の
形
態
素
頭
例
も
、
「
お
き
川
な
み
[
沖
つ
浪
]」（
39
ウ
1
）
の
み
で
あ
る（8
）。
　
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
国
会
図
書
館
蔵
本
857-
31
）
　
語
句
頭
と
非
語
句
頭
と
が
、
1
対
2.7
程
度
で
あ
る
。
　
︿
ツ
﹀
を
表
記
す
る
基
本
の
仮
名
「
つ
」
に
は
、
非
語
句
頭
使
用
例
が
多
い
。
　
た
だ
し
、
非
語
句
頭
例
108
の
中
に
、「
ち
か
つ
く
[
近
づ
く
]」
の
よ
う
な
複
合
語
下
部
や
助
動
詞
「
つ
」・
助
詞
「
つ
」
の
例
が
49
例
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
を
「
上
」
の
単
位
と
認
め
れ
ば
、「
つ
」
は
語
句
頭
90
例
、
非
語
句
頭
59
例
と
な
り
、
語
句
頭
例
が
多
く
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
も
、「
下
に
不
書
」
仮
名
字
体
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
　
「
徒
」
は
、
語
句
頭
:
非
語
句
頭
が
1
:
2.7
と
い
う
︿
ツ
﹀
の
全
体
比
を
勘
案
表
5
語
句
頭
非
語
句
頭
計
つ
25
例
115
例
140
例
徒
34
例
22
例
56
例
川
0
例
10
例
10
例
津
3
例
3
例
6
例
計
62
例
150
例
212
例
表
6
語
句
頭
非
語
句
頭
計
つ
41
例
108
例
149
例
徒
17
例
21
例
38
例
川
0
例
37
例
37
例
津
20
例
11
例
31
例
計
78
例
177
例
255
例
─　　─102
す
れ
ば
、
語
句
頭
に
例
が
偏
る
。
非
語
句
頭
に
入
れ
た
21
例
に
は
、[
近
づ
く
]
[
名
付
く
]
等
の
複
合
語
下
位
の
語
頭
・
助
動
詞
「
つ
」
の
使
用
例
が
13
例
含
ま
れ
る
。
こ
れ
を
語
頭
に
算
入
す
れ
ば
、
語
句
頭
30
例
・
非
語
句
頭
8
例
と
な
る
。
　
「
川
」
は
、
本
資
料
で
も
語
句
頭
例
が
無
い
。
非
語
句
頭
37
例
中
の
形
態
素
頭
例
も
、「
お
き
川
し
ら
浪
・
お
き
川
し
ら
な
み
[
沖
つ
白
浪
]」
三
例
と
助
動
詞
[
つ
]
一
例
の
み
で
あ
る
。
　
「
津
」
は
、
逆
に
、
語
句
頭
で
の
使
用
例
が
多
い
。
非
語
句
頭
例
11
例
も
、
う
ち
10
例
は
、
複
合
語
下
部
の
頭
・
助
動
詞
・
助
詞
「
つ
」
の
例
で
あ
る
。
　
④
︿
ツ
﹀
使
用
実
態
の
ま
と
め
　
仮
名
字
体
「
つ
」
は
、「
下
に
不
書
」
の
記
述
と
異
な
り
、「
下
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
徒
」
は
、
語
句
頭
例
に
偏
る
。
　
反
対
に
、「
川
」
は
、
語
句
頭
に
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。「
川
」
が
語
頭
に
用
い
ら
れ
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。「
川
」
は
、
対
象
資
料
中
に
も
、
左
の
促
音
表
記
例
を
持
つ
。
　
資
料
②　
「
上
手
の
ふ
川
と
せ
ぬ
事
也
」（
35
オ
8
）、「
一
字
も
川
て
か
へ
す
事
侍
」（
46
ウ
5
）。
　
資
料
③　
「
歌
を
は
百
首
千
首
万
首
を
も
川
て
よ
み
侍
る
へ
し
」（
11
オ
1
）、
「
歌
を
も
川
て
く
わ
し
く
申
也
」（
14
オ
3
）。
　
促
音
は
、
語
頭
に
出
現
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
促
音
表
示
に
使
用
さ
れ
る
「
川
」
は
、
非
語
頭
の
仮
名
字
体
と
し
て
運
用
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
以
上
、
音
節
︿
ツ
﹀
は
、﹃
悦
目
抄
﹄
本
文
に
記
さ
れ
た
仮
名
字
体
使
用
の
原
則
に
合
致
し
な
い
。
3
．〈
ナ
〉
　
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
150
函
734
号
）
　
右
の
と
お
り
、
語
句
頭
:
非
語
句
頭
が
約
1
:
2.7
で
あ
る
。
ア
.「
な
」
︻
非
語
句
頭
例
︼（
61
例
）
ａ
.「
な
り
[
助
動
詞
]」（
31
例
）
あ
た
な
り
[
仇
也
]（
44
ウ
6
・
7
）、
か
へ
よ
む
な
り
（
26
オ
6
）、
ま
な
ふ
へ
き
な
り
（
7
ウ
5
）、
喩
な
り
（
52
オ
1
）、
讀
な
り
（
19
ウ
7
）、
字
な
り
（
20
オ
5
）、
弟
子
な
り
（
15
オ
4
）、
優
な
る
（
61
オ
1
）、
い
ふ
な
る
（
7
ウ
4
）、
う
た
な
る
（
23
オ
5
）、
お
ほ
き
な
る
（
8
ウ
6
）、
と
き
は
（
常
盤
）
な
る
（
38
オ
7
）、
へ
ら
な
る
（
26
オ
8
）、
秀
句
な
る
（
59
ウ
5
）、
別
な
る
（
31
オ
6
）、
無
念
な
る
（
10
ウ
2
）、
こ
ぬ
な
る
へ
し
（
18
オ
6
）、
も
ち
ゐ
る
な
る
へ
し
（
33
オ
3
）、
文
字
な
れ
共
（
31
オ
5
）、
鷹
な
れ
は
（
17
オ
6
）、
道
理
な
れ
（
54
ウ
2
）、
こ
と
く
／
な
ら
は
（
32
ウ
2
）、
か
た
き
／
な
り
（
1
オ
2
）、
も
と
／
な
り
（
19
ウ
1
）、
べ
し
表
7
語
句
頭
非
語
句
頭
計
な
52
例
61
例
113
例
奈
81
例
247
例
328
例
那
19
例
99
例
118
例
計
152
例
407
例
559
例
─　　─103
と
／
な
り
（
58
ウ
8
）、
倹
約
／
な
る
（
56
ウ
6
）、
荒
涼
／
な
る
へ
し
（
10
オ
3
）、
ま
れ
／
な
る
（
10
ウ
6
）、
大
／
な
る
（
50
ウ
6
）、
難
／
な
れ
共
（
63
オ
6
）。
ｂ
.「
な
ど
（
等
）」（
16
例
）
遠
情
な
と
（
11
オ
5
）、
君
か
み
の
な
と
（
28
ウ
2
）、
古
哥
な
と
（
48
オ
8
）、
舟
な
と
（
22
オ
4
）、
哥
な
と
（
46
オ
1
）、
み
き
は
な
と
（
55
オ
6
）、
め
つ
ら
し
け
れ
な
と
（
10
ウ
3
）、
ま
れ
／
な
る
な
と
（
11
オ
1
）、
い
へ
な
と
（
47
オ
2
）、
い
は
ぬ
／
な
と
（
46
ウ
8
）、
き
く
か
ら
に
／
な
と
（
29
ウ
2
）、
月
か
も
／
な
と
（
19
ウ
5
）、
候
は
す
／
な
と
（
42
ウ
2
）、
所
／
な
と
（
7
オ
4
）、
袖
の
／
な
と
（
49
ウ
1
）、
す
る
／
な
と
（
31
オ
3
）。
ｃ
.「
な
む
[
助
動
詞
]」（
4
例
）
た
の
ま
な
ん
（
38
オ
8
）、
哥
を
な
ん
（
57
オ
1
）、
と
な
ん
（
63
オ
3
）、
さ
ま
を
／
な
ん
（
5
ウ
3
）。
ｄ
.
形
容
詞
活
用
語
尾
頭
（
4
例
）
か
ひ
な
く
な
ん
（
6
ウ
8
）、
あ
ち
き
な
く
な
ん
（
7
オ
2
）、
さ
う
な
く
（
27
オ
2
）、
さ
り
げ
な
く
（
60
ウ
6
）。
ｅ
.
語
中
の
形
態
素
頭
（
3
例
）
取
な
し
て
（
48
オ
8
）、
つ
く
り
な
す
（
35
ウ
4
）、
ね
す
な
き
（
61
オ
6
）。
ｆ
.
非
形
態
素
頭
（
3
例
）
か
／
な
し
み
（
32
オ
8
）、
お
な
し
き
な
り
（
28
ウ
7
）、
か
な
（
仮
名
）
（
20
オ
8
）。
　
右
の
と
お
り
、「
下
に
不
書
」
と
さ
れ
る
字
体
「
な
」
の
非
語
句
頭
例
は
、
大
部
分
、
句
中
の
語
頭
例
ま
た
は
語
中
の
形
態
素
頭
例
で
あ
る
。
行
頭
で
の
使
用
例
が
比
較
的
多
い
の
は
、
行
頭
を
語
頭
か
ら
書
き
始
め
る
た
め
で
あ
る
。
　
語
認
定
法
に
拘
わ
ら
ず
「
上
」
と
認
め
が
た
い
例
は
、
ｆ
の
三
例
に
過
ぎ
な
い（9
）。
　
付
属
語
例
ａ
ｂ
ｃ
を
語
頭
に
入
れ
る
と
、
語
頭
103
例
、
非
語
頭
10
例
と
な
る
。
　
よ
っ
て
、
字
体
「
な
」
は
、「
下
に
不
書
」
の
記
述
に
一
致
す
る
。
　
書
写
者
が
認
識
し
て
い
た
単
位
は
、「
付
属
語
・
接
尾
語
は
直
前
の
語
と
、
接
頭
語
は
直
後
の
語
と
と
も
に
一
語
句
と
し
て
採
る
」
と
し
た
本
稿
当
初
の
方
針
よ
り
短
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
.「
奈
」
　
非
語
句
頭
で
の
「
奈
」
使
用
例
247
例
の
中
に
も
、「
な
」
と
同
じ
く
、
助
動
詞
[
な
り
・
な
む
]・
助
詞
[
な
ど
]・
形
容
詞
活
用
語
尾
頭
・
語
中
の
形
態
素
頭
の
例
が
含
ま
れ
る
。
　
し
か
し
、「
お
奈
し
[
同
じ
]」（
17
例
）、「
か
奈
[
仮
名
]」（
2
例
）、「
か
奈
し
[
哀
し
]」（
2
例
）、「
む
奈
し
[
空
し
]」（
2
例
）
な
ど
の
使
用
例
が
有
り
、
「
奈
」
は
「
上
下
」
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ウ
.「
那
」
　
「
那
」
の
非
語
句
頭
使
用
例
98
例
中
に
も
、
助
動
詞
[
な
り
・
な
む
]・
助
詞
[
な
ど
]・
形
容
詞
活
用
語
尾
頭
・
語
中
の
形
態
素
頭
の
例
が
見
ら
れ
る
。
　
だ
が
、
や
は
り
、「
お
那
し
[
同
じ
]」（
8
例
）、「
み
那
[
皆
]」（
六
例
）、
「
か
那
し
[
哀
し
]」（
3
例
）、「
か
那
[
仮
名
]」（
2
例
）、「
は
那
[
花
]」（
2
例
）
等
が
有
り
、「
那
」
は
、「
下
」
で
の
使
用
を
避
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
　
か
え
っ
て
、「
那
」
の
語
句
頭
に
お
け
る
割
合
が
低
い
こ
と
に
、
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
語
句
頭
19
例
は
、[
無
し
]（
11
例
）・[
成
る
]（
2
例
）・[
成
す
]（
2
例
）・[
な
ん
〳
〵
と
し
て
]（
2
例
）・[
名
]（
2
例
）
で
あ
り
、
使
用
語
に
偏
─　　─104
り
が
有
る
。
　
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
特
102-0011
）
ア
.「
な
」
　
「
な
」
の
全
36
例
中
、
非
語
句
頭
に
入
れ
た
29
例
は
、
左
の
も
の
で
あ
る
。
（
以
下
、
紙
幅
の
都
合
で
、
辞
書
見
出
し
形
を
挙
げ
、
例
数
の
み
示
す
。
一
例
の
も
の
は
例
数
を
省
略
す
る
）。
ａ
.「
な
り
[
助
動
詞
]」（
27
例
）。
ｃ
.「
な
む
[
助
動
詞
]」。
ｅ
.
語
中
の
形
態
素
頭　
「
べ
ら
な
り
[
助
動
詞
]」。
　
「
な
り
」「
な
む
」
を
一
単
位
と
す
れ
ば
、「
な
」
は
「
上
」
で
の
使
用
例
と
な
る
。「
べ
ら
な
り
」
の
「
な
り
」
も
、
一
単
位
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
イ
.「
奈
」
　
資
料
①
と
異
な
り
、
本
資
料
で
の
︿
ナ
﹀
仮
名
書
き
例
の
91
％
は
「
奈
」
で
あ
る
。「
上
下
を
不
分
」
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ウ
.「
那
」
　
「
那
」
の
非
語
句
頭
13
例
は
、「
け
ら
し
那
（
2
例
）・
本
懐
那
り
・
ゆ
く
か
那
・
お
那
し
（
2
例
）・
か
那
し
（
2
例
）・
か
さ
那
る
・
す
く
那
し
・
す
那
は
ち
・
と
那
り
・
み
那
月
」
で
あ
り
、「
け
ら
し
那
」「
本
懐
那
り
」
以
外
は
、
語
頭
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
　
語
句
頭
の
四
例
は
、
い
ず
れ
も
「
那
し
[
無
し
]」
の
例
で
あ
る
（
う
つ
す
事
那
し
（
2
ウ
7
）・
ゆ
く
か
た
も
那
し
（
22
オ
1
）・
よ
し
も
那
し
（
45
ウ
4
）・
あ
な
か
ち
に
那
し
（
47
ウ
6
）
。
資
料
①
の
「
那
」
語
句
頭
使
用
例
も
、「
那
し
[
無
し
]」
に
集
中
し
て
い
た
。
　
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
﹃
悦
目
抄
﹄（
国
会
図
書
館
蔵
本
857-
31
）
ア
.「
な
」
　
「
な
」
の
非
語
句
頭
119
例
の
八
割
は
、「
な
り
[
助
動
詞
]」（
61
例
）・「
な
ど
[
等
]」（
30
例
）・「
な
む
[
助
動
詞
]」（
4
例
）
の
語
頭
使
用
例
で
あ
る
。
表
8
語
句
頭
非
語
句
頭
計
な
7
例
29
例
36
例
奈
157
例
389
例
546
例
那
4
例
13
例
17
例
計
168
例
431
例
599
例
表
9
語
句
頭
非
語
句
頭
計
な
66
例
119
例
185
例
奈
107
例
262
例
369
例
那
1
例
54
例
55
例
計
174
例
435
例
609
例
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ま
た
、
語
認
定
の
基
準
と
し
た
﹃
日
本
国
語
大
辞
典　
第
二
版
﹄
で
一
語
と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
語
中
例
と
な
る
左
諸
語
の
「
な
」
は
、
形
態
素
の
頭
で
あ
る
（
接
頭
語
と
一
纏
ま
り
と
し
た
例
も
こ
こ
に
挙
げ
る
）。
し
ら
な
み
[
白
波
]（
4
例
）、
あ
ぢ
き
な
し
[
形
容
詞
]（
2
例
）、
べ
ら
な
り
[
助
動
詞
]（
2
例
）、
ね
ず
な
き
[
鼠
鳴
]、
い
た
づ
ら
な
り
[
徒
な
り
]、
い
か
な
る
[
如
何
な
る
]、
か
ひ
な
し
[
甲
斐
無
し
]、
せ
ん
な
し
[
詮
無
し
]、
ほ
い
な
し
[
本
意
無
し
]、
は
か
な
し
[
儚
し
]、
ひ
き
な
ほ
す
[
引
き
直
す
]、
う
ち
な
が
む
[
う
ち
眺
む
]、
御
な
や
み
[
御
悩
み
]。
　
形
態
素
頭
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
は
、
次
の
四
語
五
例
で
あ
る
。
つ
た
／
な
し
[
拙
し
]、
お
な
じ
[
同
じ
]（
2
例
）、
お
こ
な
ふ
[
行
な
ふ
]、
ひ
な
[
鄙
]。
　
よ
っ
て
、
字
体
「
な
」
の
用
法
は
、
本
資
料
に
お
い
て
も
、「
下
に
不
書
」
の
記
述
と
一
致
す
る
。
イ
.「
奈
」
　
︿
ナ
﹀
仮
名
書
き
例
の
過
半
数
を
占
め
る
「
奈
」
は
、
使
用
位
置
に
制
約
が
無
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
基
本
字
体
で
あ
る
。
ウ
.「
那
」
　
「
那
」
の
語
句
頭
使
用
例
は
、「
那
ひ
き
[
靡
き
]
け
り
」（
50
オ
6
）
の
一
例
で
あ
る
。
　
非
語
句
頭
使
用
全
54
例
を
、
左
に
列
挙
す
る
。
は
那
[
花
]（
12
例
）・
は
那
す
ヽ
き
[
花
薄
]・
さ
く
ら
ば
那
[
桜
花
]、
み
那
[
皆
]（
9
例
）、
お
那
じ
[
同
じ
]（
7
例
）、
か
那
ら
ず
[
必
ず
]
（
3
例
）・
か
那
ら
ず
し
も
[
必
ず
し
も
]、
わ
か
那
[
若
菜
]（
3
例
）、
さ
那
が
ら
[
副
詞
]（
2
例
）、
か
那
[
助
詞
]（
2
例
）、
か
那
[
仮
名
]、
か
那
し
[
哀
し
]、
あ
那
か
し
こ
[
あ
な
畏
]、
し
那
[
品
]、
す
那
は
ち
[
即
ち
]、
は
那
す
[
離
す
]、
は
那
る
[
離
る
]、
は
那
す
[
話
す
]、
は
那
ち
と
り
[
放
鳥
]、
み
那
と
[
湊
]、
み
那
月
[
水
無
月
]、
や
は
ら
か
那
り
[
柔
ら
か
な
り
]、
す
那
[
為
＋
助
詞
]。
　
[
柔
ら
か
な
り
][
す
な
]
は
、
語
頭
の
使
用
例
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
二
例
を
語
句
頭
例
に
加
算
し
た
と
し
て
も
、「
那
」
の
使
用
が
語
句
頭
に
お
い
て
回
避
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
資
料
①
②
で
例
外
的
語
頭
使
用
例
で
あ
っ
た
「
那
し
[
無
し
]」
も
、
本
資
料
で
は
、「
奈
し
」
ま
た
は
「
な
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
　
④
︿
ナ
﹀
使
用
実
態
の
ま
と
め
　
「
な
」
は
「
下
に
不
書
」、「
奈
」
は
「
上
下
を
不
分
」
使
用
さ
れ
て
い
た
。
　
し
か
し
、「
那
」
は
、
資
料
①
②
で
語
頭
例
が
少
な
く
、
資
料
③
は
語
頭
で
の
使
用
を
意
図
的
に
避
け
て
い
た
。
三
、
結
論
　
本
稿
の
目
的
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
成
立
と
さ
れ
る
﹃
悦
目
抄
﹄
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
が
、﹃
悦
目
抄
﹄
内
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
調
査
対
象
の
音
節
を
︿
カ
﹀︿
ツ
﹀︿
ナ
﹀
に
定
め
、
対
象
文
献
と
し
て
、
左
の
﹃
悦
目
抄
﹄
写
本
二
本
と
江
戸
初
期
刊
本
一
本
と
を
選
ん
だ
。
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（
150
函
734
号
）、
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（
特
102-0011
）、
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
。
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結
果
は
既
述
の
通
り
、﹃
悦
目
抄
﹄
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
と
本
文
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
と
は
、︿
カ
﹀︿
ナ
﹀
に
お
い
て
一
致
し
、︿
ツ
﹀
で
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
︿
ツ
﹀
に
お
け
る
不
一
致
の
内
実
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
仮
名
字
体
「
つ
」
は
、「
下
に
不
書
」
と
は
言
え
な
い
。
仮
名
字
体
「
徒
」
は
、
語
頭
で
の
使
用
に
偏
る
。
仮
名
字
体
「
川
」
は
、
語
頭
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。
　
ま
た
、「
那
」
は
、
資
料
①
②
で
語
頭
例
が
少
な
く
、
資
料
③
で
は
語
頭
で
の
使
用
が
避
け
ら
れ
て
い
た
。
　
以
上
、
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
、﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
よ
り
も
成
立
の
古
い
﹃
悦
目
抄
﹄
に
お
い
て
も
、
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
の
原
則
に
合
う
文
字
遣
い
を
実
践
し
た
音
節
が
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
四
、
仮
名
文
字
遣
い
の
歴
史
に
お
け
る
本
稿
結
論
の
位
置
づ
け
　
本
稿
の
対
象
と
し
た
音
節
︿
カ
﹀︿
ツ
﹀︿
ナ
﹀
に
つ
い
て
、﹃
悦
目
抄
﹄
と
﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
と
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
の
原
則
を
対
比
す
る
と
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
﹃
悦
目
抄
﹄﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
と
も
に
記
述
が
見
ら
れ
る
字
体
で
は
、
「
か
」「
な
」
は
一
致
し
、「
川
」「
那
」
は
原
則
が
相
違
す
る
。
　
﹃
悦
目
抄
﹄
で
「
上
下
を
不
分
」
と
さ
れ
た
「
川
」
は
、﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
で
は
第
十
四
条
「
か
し
ら
に
か
ヽ
さ
る
か
な
の
事
」
に
挙
げ
ら
れ
、
両
者
異
な
る
。
　
し
か
し
、
既
述
の
と
お
り
、「
川
」
は
、﹃
悦
目
抄
﹄
三
本
に
お
い
て
も
実
際
に
は
語
頭
使
用
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、「
那
」
は
、﹃
悦
目
抄
﹄
の
室
町
時
代
写
本
で
は
語
頭
で
の
使
用
例
が
少
な
く
、
江
戸
初
期
の
刊
本
③
で
は
、
語
頭
で
の
使
用
が
避
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、「
那
」
を
「
か
し
ら
に
か
ヽ
さ
る
か
な
」
と
す
る
﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
の
原
則
お
よ
び
本
文
に
お
け
る
使
用
実
態（10
）に
一
致
す
る
。「
那
」
の
仮
名
文
字
遣
法
が
時
代
が
降
っ
て
変
化
あ
る
い
は
徹
底
し
た
も
の
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
﹃
悦
目
抄
﹄﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
の
原
則
は
、
同
時
代
の
文
献
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態
と
い
か
に
合
致
し
、
齟
齬
す
る
の
か
。
各
文
献
書
写
者
は
、
何
の
た
め
に
そ
れ
ら
の
仮
名
文
字
遣
い
を
実
践
し
、
あ
る
い
は
な
ぜ
実
践
し
な
か
っ
た
の
か
。
音
節
仮
名
字
体
悦
目
抄
新
撰
仮
名
文
字
遣
︿
カ
﹀
「
か
」
下
に
不
書
下
に
か
ヽ
さ
る
︿
ツ
﹀
「
つ
」
下
に
不
書
（
記
述
ナ
シ
）
「
徒
」
上
下
を
不
分
（
記
述
ナ
シ
）
「
川
」
上
下
を
不
分
か
し
ら
に
か
ヽ
さ
る
︿
ナ
﹀
「
な
」
下
に
不
書
下
に
か
ヽ
さ
る
「
奈
」
上
下
を
不
分
（
記
述
ナ
シ
）
「
那
」
上
下
を
不
分
か
し
ら
に
か
ヽ
さ
る
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こ
れ
ら
は
、
今
後
の
仮
名
文
字
遣
い
研
究
の
一
課
題
か
と
思
わ
れ
る
。
注（1
）　
前
稿
同
様
、︿　
﹀
内
は
、
音
節
を
指
す
。「　
」
で
括
る
仮
名
字
体
と
区
別
す
る
た
め
の
記
号
で
あ
る
。
（
2
）　
土
肥
新
一
郎
「﹃
新
撰
仮
名
文
字
遣
﹄
の
「
か
し
ら
」「
下
」│
│︿
か
﹀
︿
し
﹀︿
つ
﹀︿
な
﹀
の
変
体
仮
名
の
使
い
分
け
に
注
目
し
て
│
│
」（「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。
（
3
）　
資
料
②
の
「
大
方
書
違
て
あ
し
か
る
へ
き
か
な
の
事
」
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
③
「
大
か
た
か
き
た
か
へ
て
あ
し
か
る
へ
き
か
な
の
事
」
の
記
述
も
同
内
容
で
あ
る
）。
下
に
か
ヽ
さ
る
「
加
」
下
に
か
ヽ
さ
る
「
つ
」　
上
下
を
わ
か
す
可
書
「
徒
」「
川
」
下
に
か
ヽ
さ
る
「
な
」　
上
下
を
わ
か
す
可
書
「
奈
」「
那
」
（
4
）　
植
喜
代
子
「
藤
原
定
家
の
変
体
仮
名
用
法
に
つ
い
て
」（「
国
文
学
攷
」
第
八
十
二
号
、
一
九
七
九
年
六
月
）。
（
5
）　
佐
々
木 
勇
「
正
徹
本
﹃
徒
然
草
﹄
の
行
末
に
見
ら
れ
る
区
切
り
へ
の
配
慮
」（「
論
叢　
国
語
教
育
学
」
14
号
、
二
〇
一
八
年
七
月
）。
（
6
）　
小
松
英
雄
﹃
日
本
語
書
記
史
原
論
﹄（
一
九
九
八
年
、
笠
間
書
院
。
141
・
142
頁
）。
本
稿
の
筆
者
も
、
右
注
論
文
に
お
い
て
、「
行
末
と
単
語
（
形
態
素
）
末
と
を
一
致
さ
せ
ら
れ
な
い
場
合
、
行
末
・
行
頭
に
頻
用
し
な
い
仮
名
字
体
・
仮
名
字
形
を
用
い
、
注
意
を
促
す
。」
表
記
例
が
正
徹
本
﹃
徒
然
草
﹄
に
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
（
7
）　
た
だ
し
、
本
資
料
中
に
は
、
踊
り
字
と
ヽ
を
打
た
な
い
「
可
」
の
仮
名
と
を
や
や
離
し
て
書
写
し
た
[
憚
る
]
が
四
例
存
す
る
。
　
は
ヽ
可
り
（
36
オ
5
・
38
オ
1
）、
は
ヽ
可
ら
す
（
36
オ
6
）、
は
ヽ
可
る
（
37
オ
6
）。
（
8
）　
そ
の
他
、
他
本
で
「
お
こ
つ
き
」
と
さ
れ
る
箇
所
を
「
お
こ
川
」（
55
オ
8
）
と
す
る
不
審
例
が
有
る
。
（
9
）　
「
か
／
な
し
み
」
は
、
行
頭
で
あ
る
が
故
の
使
用
例
で
あ
ろ
う
。「
お
な
し
き
な
り
」（
28
ウ
7
）
は
、
三
行
前
に
「
お
那
し
」
が
有
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
か
な
[
仮
名
]」（
20
オ
8
）
は
、
同
行
上
に
「
奈
」
を
使
用
し
て
い
る
た
め
に
、
重
複
を
避
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
10
）　
注
（
2
）
土
肥
論
文
、
参
照
。
（
広
島
大
学
）
